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東京オリンピック開催に向けて、聖火リレーがスタートしています。現在、水泳の日本選手権が開催されて

いて、4日の女子１００ｍバタフライ決勝で、池江璃花子選手が奇跡の復活優勝を果たし、オリンピックの切符

を手にしました。テレビを見ていて体が震え、知らず知らずに涙が出てくるほど感動しました。新型コロナに

負けずオリンピックが開催されれば、こうした数々の感動の場面に出会える素敵な年になるはずです。 

さて、昨年は、新型コロナウイルス感染拡大防止のために、これまで経験したことのない不自由で我慢を強

いられた１年でした。しかし、生徒の皆さんは、そうした状況の中でできる限りのことを精一杯頑張って、自

分を成長させていました。まだまだ新型コロナウイルスの感染拡大は続いており、油断はできませんが、今年

度も保護者の皆様や地域の皆様の力をお借りしながら、相知中教職員一同、心を一つにして、生徒の安全安心

を確保しつつ、生徒の皆さんの「学び」を支援し、将来幸せに生き抜く力を身に付ける指導を行っていく所存

です。ご協力をよろしくお願いします。 

さて、今年度の学校教育目標も昨年同様下記のように掲げて、本校の教育を進めてまいります。 

「 恕・克己・感謝の心をもち、生き抜く力を身に付けた生徒の育成 」 

昨年、事あるごとに「恕（じょ）」について語り「克己」「感謝」について話をしました。生徒たちにはずいぶ

ん定着したように感じています。4 月 1 日に朝からボランティアで学校玄関周辺を掃除してくれていた野球部

の生徒が、「恕」の心で掃除していますと言ってくれました。この三つのこころをしっかりと育み、将来幸せに

生き抜く力を身に付けるよう、中学校生活を充実させてほしいものです。保護者、地域の皆様のご理解ご協力

をどうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

今年度の異動についてお知らせします。新たに10人の 

転入者を迎えることになりました。転出者同様ご厚情を 

賜りますようお願い申し上げます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 お・・思いやりのある学校 

う・・美しさに満ちた学校 

ち・・力を伸ばす学校 

転任者の紹介・よろしくお願いします 

葉桜の下、令和３年度がスタートしました 

教頭   牛草 美佳  教育事務所より（国語） 

指導教諭 魚永 忠司  多久中央校より（技術）        

教諭   池田 智子  高峰中より（国語） 

教諭   深川 泰弘  県教委より（社会） 

教諭   高橋 直希  第一中より（保体） 

教諭   松尾  悠  武雄青陵中より（家庭） 

教諭   岩本幸一郎  新採（数学） 

教諭   山崎  泰  再任用（社会） 

教諭   脇山 景冶  再任用（保体） 

主査   西久保 将  長松小より 

 

 

「恕」について 

 「恕」とは、2500年前の孔子の言葉です。 

大切にしたいこころです。 

 

子貢がたずねて言った、 

「ただひとことで、一生行ってゆくに値すること

ばがありましょうか」と。 

子曰く、 

「それはまず恕（すなわち思いやりの心）だろう

な。 

（恕というのは）自分が（人から）されたくないこ

とは、 

人にもしてはならない（ということだよ）」と。 

（『論語』・旺文社）   

 


